Animation and Teaching Japanese as a Foreign Language: Research Achievements and Future Issues by 臼井, 直也 et al.
東京外国語大学『日本研究教育年報 21』（2017.3） 



























認したい。日本語教育学会の 2000 年春季大会から 2016 年秋季大会の全 34 回のプログラ
ムを確認すると、アニメーションに関するものとしては以下の発表が行われていた。 
 
表 1 日本語教育学会におけるアニメーション発表 
No. 大会 発表者 発表題目 
1 2006・春 西隈俊哉 
日本語教育のための映画･アニメの理解と利用 ―アニメ
と学習者と教師─ 
2 2007・春 長谷川恒雄他 授業における映像メディア（ドラマ・アニメ等）の利用 
3 2010・春 熊野七絵 
アニメ・マンガの日本語の特徴を楽しく学べる Web サイ
ト「アニメ・マンガの日本語」 
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4 2011・春 川嶋恵子 
アニメ・マンガに現れる日本語の特徴―海外で人気のあ
るジャンル別比較― 
5 2011・秋 矢崎満夫 
海外におけるアニメを活用した日本語コミュニケーショ
ン活動の試み―年少学習者に対する動機づけの効果― 














 以上、8 つの発表が確認されたが、2006 年春季大会の発表（No.1）はシンポジウム内の
発表枠で行われたものであることから、シンポジウム以降の発表は 7 つである。数として
は少ないわけではないが、発表の種類および発表者については決して多様とは言えない。 
 次に、日本語教育実践フォーラム（2004 年～2014 年）での発表を以下にまとめる（表 2）。
尚、実践フォーラムはウェブ上で公開されている資料が 2004 年以降であるため、2004 年
から 2014 年の大会までを確認した。 
 
表 2 日本語教育実践フォーラムにおけるアニメーション発表 
No. 大会 発表者 発表題目 





 最後に「日本語教育方法研究会」（2006 年～2015 年）でのアニメーションに関する発表
を以下に挙げる（表 3）。 
 
表 3 日本語教育方法研究会におけるアニメーション発表 
No. 大会 発表者 発表題目 
1 2008・春 杉山ますよ他 アニメ・マンガを用いた多様な授業の試み 
2 2011・春 川崎タルつぶら 
アニメファンから日本語学習者へ―トリニダード・
トバゴの学習者の事例研究― 
3 2013・春 清水慶子 「アニメ・マンガ研究クラス」におけるグループ活
日本語教育におけるアニメーション研究のこれまでとこれから 
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動から見えたもの―ピア・ラーニングの視点から― 
















































































































 また、臼井（2011）は日本の作品ではない『岸辺のふたり（原題：Father and Daughter）』
























































































































































 この点についてはこの 10 年で実践報告の蓄積も作られ、現場の教師が参考可能な先行研
究が増えてきていることから「活用の意義」と比較して状況に改善が見られる。しかしな






















































































































































における学習ストラテジーの特徴」『桜美林言語教育論叢』(8), 125-141, 桜美林大学 
臼井直也（2011）「日本語教育における無声アニメーションの教材的価値―初中級および中上級
クラスでの実践から―」『東京外国語大学日本研究教育年報 16』(16), 21-30, 東京外国語大
学日本課程 
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臼井直也（2016）「アニメーション、マンガの専門家となった元日本語学習者のライフストーリ
ー分析」『言語・地域文化研究』(22), 155-170, 東京外国語大学大学院総合国際学研究科 
臼井直也・清水美帆（2016）「映像素材の日本語教育への活用のための数量的分析枠組みの提示
とその課題―アニメーション『花とアリス殺人事件』を例に―」『東京外国語大学日本研究
教育年報 20』(20), 105-118, 東京外国語大学日本課程 
加藤清方（2003）「教育資源としてのテレビ・アニメーション番組と日本語教育 (特集 日本語
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る自律学習の実態―」『言語教育研究』(2), 65-74, 桜美林大学 
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